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特集イラスト／山内 庸資

垂
直
統
合
型
か
ら
水
平
分
業
型
へ

――

高
コ
ス
ト
体
質
、
多
重
下
請
け
構
造
、
長

期
化
し
が
ち
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し

て
は
数
々
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
、Ｓ
Ｉ（
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

に
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

北
村

「
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

大
国
」
日
本
の
残
像

――

日
本
は
独
自
の
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
中
心
の
Ｉ
Ｔ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し

て
き
ま
し
た
。
日
本
が
「
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
大
国
」
に
な
っ
た
経
緯
と
理
由
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

北
村

I IJのサービスインテグレーション
通常、SIは「システムインテグレーション」の略称とされるが、
本特集では「サービスインテグレーション」の “SI”である。
この捉え直しの詳細については各論をお読みいただくとして、

ここでは大意のみお伝えするなら、I IJがラインナップしている ITサービスはもちろん、
“利用者”にとっての ITサービスまでを包括的にインテグレーションして

提供することに込められた想い・メッセージとなる。

本稿では、国内外の ITを中心とした産業構造の変遷を見ながら、
SIおよび SIerを取り巻く現状・課題・展望を考えてみたい。

「サービスインテグレーション（SI）」
とは何か？

I IJ 取締役 専務執行役員
ビジネスユニット長

北村 公一
北村 公一 （きたむら こういち）
1978年、新日本製鐵（現・日本製鉄）に入社し、計測・制
御システムの開発などに従事。2001年、新日鉄ソリューショ
ンズ（現・日鉄ソリューションズ）の立上げメンバーとして、
同社に移籍し、産業（製造業）、流通・サービス、テレコム、
公共、鉄鋼、海外、営業統括、コンサルセンター、IoTなどを
担当。04年、同社取締役。09年、同社常務取締役。12年、
同社専務取締役。16年、同社取締役副社長執行役員。19
年9月、I IJ入社。20年、当社専務執行役員ビジネスユニッ
ト長補佐。21年、専務取締役　ビジネスユニット長。
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SIer

は
生
き
残
れ
る
か
？

――

Ｓ
Ｉ
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
な

か
「SIer

は
な
く
な
る
」
と
か
「
大
型
案
件
の

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
需
要
だ
け
が

残
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
の
展
望
は
い
か
が
で
す

か
？

北
村

ユ
ー
ザ
企
業
に
お
け
る

Ｓ
Ｉ
と
の
付
き
合
い
方

―
―

ユ
ー
ザ
企
業
は
今
後
、 

Ｓ
Ｉ
も
し
く
は

SIer

に
ど
う
関
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
で
し
ょ
う

か
？　

そ
の
際
、 

Ｉ
Ｉ
Ｊ
に
は
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

北
村

　従前のシステムインテグレーションは「ウォーターフ
ォール型開発」と呼ばれ、長く日本企業の業務システム
の主流であった。ウォーターフォール型開発では、発注
者（ユーザ企業）とシステム開発者（SIer）が十分な時
間と工数を投入し、システムの仕様を基本設計書に落
とし込み、それにもとづいてSIerが請負開発する。ウ
ォーターフォール型開発では、ユーザ企業とSIerのあ
いだの責任分担が明確である反面、開発に要する期間
が長期化しやすいという欠点がある。
　今日、アマゾン、楽天のようなECサイトや、ウーバ
ー、パーク24といったシェアリングサービスは、我々
の生活に欠かせない存在となっているが、こうした新し
いビジネスモデルは常に変化し、変化それ自体が競合
他社に対する差別化要因となって
いる。ゆえに、ユーザ企業の要求
は刻々と変化し、変化のスピード
自体が速まると同時に、ビジネス
サイクルのスピードも速くなって
いる。そのため、全ての仕様を確
定してからスタートするウォータ
ーフォール型開発では対応が遅
れがちになる。また、早期に仕様
を確定しようとすると、リスクを
見越して何でも取り込もうとして、
使われない機能が大量に作り込
まれることになる。
　ウォーターフォール型開発に代
わって、近年、導入が進んでいる

のが「アジャイル型開発」である。アジャイル型開発に
おいては、業務上、プライオリティの高い機能やプロセ
スを選別してリソースを傾注し、短期間での実用化を目
指す。全機能を同時に作り込まないで、優先度の高い
ものから順に作り、そのサイクル（イテレーション）を
繰り返しながら、必要に応じて変更を加え、システム全
体の完成度を高めていく。これにより、高いビジネス価
値をもたらすものが早期に開発・検証されるため、工期
とリスクを低減できる。
　現在、多くの企業のDX実現には、このアジャイル型
開発が広く取り入れられている。今のSIに求められる
最大の要求は、アジャイル型によって可能となる、DX
推進に適した短期間開発と言える。

ウォーターフォール型開発とアジャイル型開発

ウォーターフォール型の工程

アジャイル型の工程

要件定義 設計 実装 テスト リリース・保守

イテレーション

リリース

要件定義

設
計

実装

テ
ス
ト

リリース

要件定義

設
計

実装

テ
ス
ト

リリース

要件定義

設
計

実装

テ
ス
ト

優先度の高いものから開発
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加
速
す
る
企
業
の
内
製
化

国
内
法
人
Ｉ
Ｔ
市
場
の
課
題

――

非
常
に
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社内外のサービスや個別調達プロダクトを用いて、
顧客にとって最適なシステムを提供する事業

サービスのみを提供する事業者でもなく、SIerでもなく、

「サービスとインテグレーションの両輪」
で事業を拡大

日
本
が
デ
フ
レ
経
済
か
ら
イ
ン
フ
レ
経
済
へ
と
転
じ
た
今
、

国
内
法
人
Ｉ
Ｔ
市
場
で
も
根
本
的
な
構
造
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、 

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
Ｓ
Ｉ
事
業
の
骨
子
を
紹
介
す
る
。

三
つ
の
領
域
で
展
開
し
て
い
く

サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン(

S
I)Ｉ

Ｉ
Ｊ 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
第
一
本
部
長　

中 

嘉
一
郎

インテグレーション事業

サービスインテグレーション（SI）

ユーザ企業の利用シーンに応じたITリソースを開発し、
サービスの形態で提供する事業

マネージドセキュリティサービスや SOCなど

サービス事業

I IJのSI事業の位置付け－－事業優位性

デジタルワーク
プレース

セキュリティサービス

サービス基盤

デジタルビジネス
プラットフォーム

企業の業務に必要なネット
ワークやデスクトップなどの
IT環境の提供。

• 仮想デスクトップ
 （DaaS）
• SASE／ゼロトラスト
• VPN／ネットワーク接続
• メール・WEB・DNS
• クラウドストレージ
• ID管理・認証
• 運用監視サービス

ITを用いてビジネスを行なう
企業が利用する ITプラット
フォームの提供。

• マルチクラウド
 （I IJ GIO、他社サービス）
• クラウドデータ
 プラットフォーム
• エッジコンピューティング
 や IoT関連の
 プラットフォームサービス
 など
• 運用監視サービス

システム提供と合わせて、設計・開発・運用などの付随する
役務を用いて利用者にとっての「ITサービス」を提供。
また、標準サービスではカバーしきれない企業ニーズに対する
個別ソリューションの企画開発や、コンサルティングなどの
役務サービスの提供も。

• システムコンサルティング、DX支援
• インフラシステム構築
 （ネットワーク～パブリッククラウド、オンプレミス）
• アプリケーション開発
• システムアウトソーシング（監視～ SEサポート）
• 個別調達・物販（HW・SW）
• ビジネス開発（共創・サービスデザイン）

89



サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
事
業
の

重
要
性

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
Ｓ
Ｉ
事
業

最
後
に

Ｓ
Ｉ
事
業
の
概
要 システムインテグレーション サービスインテグレーションサービスプロバイダ事業

プロジェクトの契約数・規模による
人件費と物販（HW・SW）

サービス月額（設備利用費を含む）
によるストック売上収益

• 人員数と売上規模が連動
• 案件量によってBP比率を
 変動させるため
 固定費リスクが低い
• 企業の投資意欲・景気の
 影響が高い

• 比較的、社員の比率が高い
• 人員数と売上規模は連動しない
• 設備投資と販管費、
 損益分岐がある
• 継続利用が多く
 景気影響を受けにくい

事業特徴

• 特定の要件やニーズに
 合わせられる
• 複雑、大規模なシステムを
 作り出せる

スケールアップや
スケールダウンが柔軟に可能提供価値

• 開発案件は請負契約
• SES・運用は準委任契約

単月契約契約形態

提供内容 顧客別に最適なシステムを
作り出すプロセス

自社標準の仕様に沿ったサービス
（サービスラインナップは開発力に
依存） • 可能な限りサービス利用に

 合わせる
• サービスにない個別機能は
 オンプレミスで提供

体制や事業特徴はSI事業と同一

SI単体でも収益はあるが、
メインはサービス収益

一般的なSI契約＋サービス契約

サービスプロバイダ事業とシステムインテグレーションとサービスインテグレーションの比較
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事
例
①

ク
ラ
ウ
ド
基
盤
運
営
の
効
率
化

Ｉ
Ｉ
Ｊ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
第
一
本
部　

副
本
部
長

林
康
之

事
例
②

店
舗
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ク
ラ
ウ
ド
化

「
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

の
強
み

出典：日本クイント株式会社とQuint Groupの許可の元、同社の「ソーシング・ガバナンス・ファンデーションテキスト」より再作成

ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
と
人
材
活
用

DX／SoE関連
システム

戦略 企画 調達 開発 運用・保守

業務系システム

バックオフィス系
システム

オフィス IT

ITインフラ　

ビジネス価値

ビ
ジ
ネ
ス
価
値

アウトソーサビリティ

ア
ウ
ト
ソ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

IT部門の役割

ベンダに依存しないベンダに依存しない

適切な外製手段を選択適切な外製手段を選択

保
有
す
る
シ
ス
テ
ム

IT部門の理想的なリソース配置 こ
こ
で
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
が
手
が
け
た
「
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
な
か
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
基
盤
の
運
用
改
善
と
い
う
「
運
用
フ
ェ
ー
ズ
」
と
、

店
舗
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ク
ラ
ウ
ド
化
実
装
と
い
う
「
導
入
フ
ェ
ー
ズ
」
に
関
す
る
二
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

理
想
の
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
を
目
指
し
て

Ｉ
Ｉ
Ｊ
な
ら
で
は
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
例
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信
頼
に
値
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

「
Ｉ
Ｉ
Ｊ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
時
代

WAN

インターネット

I IJプライベートバックボーンサービス

ベンダ拠点 店舗拠点外部拠点事務所拠点

プロキシ接続ゾーン

I IJセキュアWebゲートウェイ
サービス（バイパス）

I IJ GIOリモート
アクセスサービス

I IJクラウド
プロキシサービス

I IJセキュア
Webゲートウェイサービス

I IJインターネット
アクセスサービス

I IJプライベート
アクセスサービス

I IJマネージド
VPN PROサービス

クラウド接続ゾーン

I IJプライベート
アクセスサービス

外出先・自宅

I IJ マネージドファイアウォールサービス

事例②のクラウド化された多店舗間ネットワーク

Microsoft
365 

AWS

WANWAN

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
Ｓ
Ｉ
事
業
の
変
遷
と
展
望

Ｉ
Ｉ
Ｊ
常
務
執
行
役
員　

沖
田
誠
司

Ｉ
Ｉ
Ｊ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
在
籍
時
か
ら
Ｓ
Ｉ
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
筆
者
が
回
想
を
交
え
つ
つ
、

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
Ｓ
Ｉ
事
業
の
変
遷
を
振
り
返
り
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
認
知
度
の
向
上
や
事
業
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

I IJ IT Insights （https://www.iij.ad.jp/svcsol/business/）
長年に渡るネットワークサービスの提供やインテグレーション、システム運用で得られた知見を活かし、法人のお客様を中心に多様な IT課題
を解決に導いてきました。ここでは IT課題のテーマごとに最新の ITトレンドや I IJのノウハウを紹介しています。
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Ｉ
活
用
に
関
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー

（
お
客
さ
ま
）
と
ゴ
ー
ル
を
共
有
し
て
達
成
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
提
供

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
Ｓ
Ｉ
事
業
の
認
知
度

●
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
、
観
光

業
関
連
の
予
約
シ
ス
テ
ム
、
官
公
庁
に
よ
る

国
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
自
販
機
決
済
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
高
処
理
性
能
・
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
求
め
ら
れ
る
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
開
発
・
運

用
の
提
供

●
官
公
庁
お
よ
び
民
間
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

用
）
向
け
Ｃ
Ｍ
Ｓ（
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
導
入
に
お
け
る
持
続
的
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用
と
コ
ン
テ
ン
ツ
運
用
の

提
供

●
官
公
庁
・
文
教
系
と
い
っ
た
公
共
性
の
高

い
用
途
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
導
入
案
件
、
安

全
・
衛
生
対
策
が
求
め
ら
れ
る
工
事
管
理
を

含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
提
供

●
数
百
〜
数
千
規
模
の
多
店
舗
・
多
拠
点
を

含
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
改
に
際
し
て
、
回

線
キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
Ｉ
Ｉ
Ｊ
サ
ー

ビ
ス
体
制
と
連
携
し
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
な
計

画
の
も
と
展
開
・
実
行

●
企
業
内
お
よ
び
Ｂ
２
Ｃ
向
け
の
Ｉ
Ｄ
管
理

／
Ｉ
Ｄ
統
合
に
お
け
る
、
お
客
さ
ま
環
境
に

合
わ
せ
た
合
理
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
選

択
・
移
行
サ
ポ
ー
ト
の
提
供

●
お
客
さ
ま
が
推
進
す
るIoT

事
業
に
お
け

る
ス
ク
ラ
ム
開
発
の
提
供

●
お
客
さ
ま
社
内
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
や
Ａ

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
Ｓ
Ｉ
実
績

ネットワーク
マネジメントサービス
• マネージドスイッチポート
• ロードバランサ
• DNS
• バックボーンルータ
• リモートルータ
• データセンタ間接続

データセンター
ファシリティサービス
• ユニット
• ラック
• スペース

統合インターネット
ゲートウェイサービス
• Mailゲートウェイ
• WEBゲートウェイ
• セキュリティゲートウェイ
• Mailボックス

データインテグレーション
サービス

データマネジメント
サービス
• 共用DB
• SAN Premium / Basic
• NAS Premium / Basic 
• サーババックアップ
• ディザスタリカバリ

運用管理サービス
• データセンター監視運用
• リモート監視運用
• 運用エンジニアサポート
• WEBアプリケーション
 性能監視

当時のiBPSの資料
iBPSを活用して、2000年代からサービスインテグレーションが施行されていた

1617



ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
通
し
て

Ｄ
Ｘ
と
情
シ
ス
の
現
状
と
課
題

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の

Ｄ
Ｗ
Ｐ（
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
プ
レ
ー
ス
）

新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Ｄ
Ｗ
Ｐ
か
ら
Ｄ
Ｘ
Ｐ
へ

Ｄ
Ｘ
Ｐ
で
欠
か
せ
な
い
要
素

「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
」

Ｄ
Ｘ
推
進
の
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Ｄ
Ｘ
Ｐ（D

X Platform

）

Ｉ
Ｉ
Ｊ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
部　

副
部
長

吉
川
義
弘

本
稿
で
は
、Ｉ
Ｉ
Ｊ
が
志
向
す
る
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｄ
Ｘ
Ｐ（D

X Platform

）」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
紹
介
す
る
。

DX関連で「すでに取り組んでいる項目」を教えてください。（複数回答可）
また、DXの取り組みで「優先的にやるべきだが、現状できていないと感じる項目」を
3つ教えてください。

その他

製造・生産プロセスの
デジタル化

レガシーシステムの刷新

業務プロセスのデジタル化
（ペーパーレス、RPA、
ワークフローなど）

業務環境のオンライン化
（テレワークなど）

メンテナンス・設備保全の
デジタル化

新しいビジネスの創出

システム開発の
内製化

DX人材の採用

顧客接点のデジタル化

既存ビジネスモデルの変革

N=868実施済・実施中

実施したいができていない

10

20

30

40

50

60（％）

図1　DX関連の取り組みのスコアリング図2　DXを支えるプラットフォームへの進化
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ResourceNetworkEndpoint
SSE

セキュリティドクター

データレイク
ナレッジ集約・分析・コード生成

お客さまに寄り添う
かかりつけ医

AI 分析基盤

情シス管理者

NEX Kit

従業員

従業員

携携連携

可視化ポータル

セキュリティカルテ オブザーバビリティ

開発者・運用者

マイダッシュボード

集
約

CNAPP
CSPMCSPM CWPP SSPM CIEM

オフィス

SHB/CXx
VDS

IAD/IID
IGA

CPX
FXZ
レジリエンス

XRM

EP

EDR

UEBA
MFW

インターネット

防御 検知 対応 復旧特定・識別

＊テクニカルアカウントマネージャ

ガードレールプラットフォーム
セキュリティリスクマネジメントセンター（仮称）

SOC
TAM* TAM TAM TAM

IIJ
C-SOC
サービス

横断的に状況を把握できる
プラットフォーム

特定・識別から復旧までの
全ての領域に対して、

専門的理解と判断が行なえる機能

セキュリティに関するかかりつけ医

セキュリティドクター

連携 連携

全てのエンティティをセキュア・快適に

図3　DXP全体像

図4　全ての機能を連携した統合的なセキュリティ運用

図5　アジャイル型の移行プロジェクト

徐々に規模を大きくすることで、
リスクを最小化する

改善サイクルを回しながら、
継続的改善を行なう

規模

時間

イテレーション

戦略

移行

計画 運用

イテレーション

戦略

移行

計画 運用

イテレーション

戦略

移行

計画 運用

2021



　現在は、さらなる利用拡大を見据えて、引き続き検証プロジェクト
を進めています。なお、本導入事例に関しては、インタビューも合わ
せてご覧ください*。

最後に
　目下、生成AIは凄まじいスピードで進化しており、新たなビジネス
機会を生み出す大きな可能性を秘めています。その一方で、「ビジネ
ス活用していくうえで、何から始めたらいいかわからない」、「スピー
ディーに検証したい」、「セキュリティやガバナンスが不安」など、導
入や効果に関して悩まれている方も多いようです。
　そうした際は、ぜひ「I IJ PaaS活用ソリューション with Microsoft 
Azure（OpenAI）」をお試しいただき、スピーディーな検証環境の提
供や生成AIのセキュリティといった課題をクリアーし、ビジネス利
用での有効性を実感していただきたく存じます。ご興味のある方は、
お気軽にお問い合わせください。

　このように、簡単に利用が始められるSaaS型の生成AIではなく、
多少苦労するかもしれませんが、自分たちで生成AIの裏側に携わり、
ナレッジをためていくことが重要だと考えられます。

【導入事例】ふくおかフィナンシャルグループ
　ふくおかフィナンシャルグループは、将来的に生成AIの利用範囲
を社外にも広げていきたいと検討されていますが、そのためには「ま
ず社内で使ってみることが大切」という I IJの提案を受けて、社内ヘ
ルプデスクにおいて I IJのAOAIをご活用いただいています。（図4）
　導入に際しては、社内情報の機密性も高く、高度なセキュリティレ
ベルが求められましたが、業務実装のための検証を段階的に進めて
います。
導入後は、不明な事柄に関する問い合わせが気軽にできるようにな

り、生産性も向上したとのこと。また、社内データはセキュアなAzure
環境内にあるため、外部から不正アクセスされる心配もありません。

生成AIの導入検証をスピーディーに実現
I IJではAzure OpenAI Service（以下、AOAI）の導入を検討され

ているお客さまに、検証環境の構築から本番導入に向けた評価までを
ワンストップで支援する「IIJ PaaS活用ソリューション with Microsoft 
Azure（OpenAI）」を提供しています。本ソリューションでは、I IJの
AIおよびMicrosoft Azureに関する知見を活かして、環境構築から
その後の活用までを一気通貫でサポートします。（図1）
　このところ話題が絶えない生成AIですが、さまざまな活用方法が
模索されるなか、導入効果が不明確で、導入検討においても費用対効
果の評価がむずかしいといった声が聞かれます。いたずらに予算を
費やしても期待したほどの効果が得られない可能性もあるため、スモ
ールスタートなPoCを通して、導入効果の検証から始めることが肝
要です。

AOAIの導入に際しては、将来の活用を見据えて段階的に拡張し
ていく方式をお勧めしており、お客さまの検討状況に合わせて、3つ
のフェーズに分けたご提案を行なっています。（図2）

インタフェースとセキュリティ
AOAIは利用形態がAPIのみであるため、別途インタフェースの

開発が必要となる点が、導入ハードルを上げている要因の一つとして
考えられます。
　そこで、本ソリューションではインタフェースとして「Microsoft 
Teams」と「WEBブラウザ」の2種類をご用意し、お客さまの環境に
適したほうを選んでいただけます。加えて「会話履歴DB」機能も提
供しており、AIとのスムーズな会話が可能となり、ユーザビリティ向
上に役立ちます。
また、お客さまのテナントに個別環境として構築することで、外部か

らの通信を制御可能になり、認証サービスのMicrosoft Entra ID（旧
Azure AD）を用いて、安全にAOAIをご活用いただけます。（図3）
さらに、自社データを活用する際でも、I IJの閉域接続サービスをご
利用いただくことで、セキュアかつ安定的にMicrosoft Azureと通信
できます。

「Azure OpenAI Service」は、ChatGPTと同等のAIモデルを提供する
唯一のパブリッククラウドサービスとして注目されているが、
「I IJ PaaS活用ソリューション with Microsoft Azure」では、
Azure OpenAI Serviceの導入を検討中のお客さまに、
検証環境の構築から本番導入に向けた評価までをワンストップで支援している。

生成AIの導入と活用方法

I IJ サービスプロダクト推進本部
営業推進部クラウドソリューション課長

古川裕人

I IJ サービスプロダクト推進本部
営業推進部クラウドソリューション課

朝倉一起

RAGを利用した自社データ活用の支援もご提供
　自社データ活用のニーズ拡大にともない、注目が集まっている技
術が「RAG」（Retrieval-Augmented Generation：検索拡張生成）
です。実際に本ソリューションをご利用いただいているお客さまの
なかにも、フェーズ1～２にあたるAOAI環境の導入は完了し、フェ
ーズ３以降の自社データ活用の検証に取り組んでいる企業が多数い
らっしゃいます。世の中の動きを見ても、先行して生成AIに取り組
んでいる多くの企業は、自社データ活用のフェーズにシフトしており、
一歩進んだ生成AI活用を行なっています。
　こうした背景から、I IJでは目的達成に向けた第一歩として、最小限
の機能と構成による簡易的なRAG環境を提供し、社内データを活用
していくための検証を支援しています。社内業務システムや外部向
けシステムへの組み込みなどを将来的に検討されている場合は、自
社にノウハウを蓄積することが重要になるため、自由な開発に向いて
いるAOAIでのRAG検証をお勧めいたします。

自社の強みとして生成AIを使いこなす
I IJのお客さまの声として多いのが、「自社の強みとして生成AIを
使いこなし、競合に勝つためには、自由に開発が可能なAOAIが最
適」というものです。
　生成AIにはさまざまな種類があり、目先の業務効率化だけを求め
るなら、手軽なSaaS型が向いているかもしれませんが、“自社の強み”
として生成AIを活用したいのであれば、自由に開発できるAOAIを
利用して、開発段階からの経験の蓄積を重視する必要があるといえ
ます。
　その他、印象的な声としては、「現在のAIはインターネットの普及
当初と似た傾向を感じる。今でこそ社会インフラとして広く普及し
ているインターネットだが、当時は利用方法や意義について懐疑的だ
った。同様なことがAIにも起きていると感じていて、AI活用を考慮
しないまま、ビジネスマインドを養っていくと、将来 “自社を強くする
ためのAI”などのアイデアが浮かばないといった状態になりかねず、
これは自社にとって大きなリスクだと捉えている」といったものです。

＊ 株式会社ふくおかフィナンシャルグループ様の導入事例　https://www.iij.ad.jp/svcsol/case/fukuoka-fg.html

課題の整理 アーキテクチャ
検討 環境の用意 検証・評価

環境の用意 環境の用意
検証・評価

Japan region

お客さま拠点

利用者
対話インタフェース

会話履歴DB
（Azure CosmosDB）

API

Microsoft Azure

Azure OpenAI
Endpoint

（GPT-4）

Azure OpenAI
Endpoint

（GPT-3.5）

I IJ PaaS活用ソリューション
with Microsoft Azure
（OpenAI）

一般的なPoC

生成AI活用
の経営効果

Microsoft
Azure
の知見

AI導入
の知見

お客様の検討状況に合わせて最適な提案をいたします

• 生成AIチャットの検証環境構築
• 環境の保守・運用
• 導入の評価検証支援（オプション）

• 生成AIチャットの本番環境構築
• 環境の保守・運用

• 検証用簡易RAG環境の構築
• Azureへの閉域接続（オプション）

自社データ活用本番導入導入検証
フェーズ2 フェーズ3フェーズ1

構成検討など手探りで
コスト増

生成AIの検証を行ないたい
が情報漏洩が心配

生成AIへ質問

質問に対する回答

情報検索

生成AIへ回答指示

回答生成・要約

ユーザ端末 パブリッククラウド

ブラウザTeams

社内情報

Azure OpenAI
Service

Microsoft Azure

情報

図 1　ソリューションの活用イメージ

図 2　3つのフェーズ

図 3　Microsoft Teams版構成図

図 4　ふくおかフィナンシャルグループの活用事例

※フェーズ 1･2ともにチャットインタフェースの個別カスタマイズが可能です
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のスプラマニアム教授は著書の中で「競争優位の原動力は

製品からデータに紛れもなくシフトしている。いまやデー

タが製品を支えるのではなく、製品がデータを支えている」

と指摘している＊3。その結果、モノを「所有する」から「利

用する」に変化した “X as a Service” 型の個別化サービス

が主流になる。

　例えば、検索サービスをはじめ多数の企業サイトにおい

て個人の検索履歴などによる個別最適化がなされているの

はよく知られているが、加えて、医療分野では個人の病歴や

症状、体格などに応じて投薬量などを調整する個別化医療、

個人の運転履歴データに応じて保険料が変動する損害保

険など、今後とも “One-size-�ts-all” を脱却した、きめ細

かい個別化の傾向がさらに強まるものと見込まれる。

　第二に自動化（automation）。AIの進化によって車やド

ローンの自動運転などが急速に普及する。加えて、ブロッ

クチェーン技術を活用した暗号資産であるイーサリアムが

すでに実装しているように、人の手を介することなく契約

内容を自動で実行するスマートコントラクトの仕組みがデ

ジタル通貨の普及とともに一般化する。

　今後、急速な人口減少が見込まれる日本において、こう

した取引の自動化はロボティクスの導入とともに労働力不

足を補うことに貢献する。また、異なるデータセット間の

相関関係の把握などデータ解析の自動化が進むとともに、

異なるデータ様式の連携もAIを介して可能になる。例え

ば、従来はデータの記載様式が異なるため連携がむずかし

かった医療カルテ情報も、記載項目や内容をAIが判断し

て記載様式を標準化するという、長年の課題を克服したデ

ータ連携が実現していくだろう。

　第三に最適化（optimization）。IoT技術の発達や通信ネ

ットワークの進化を通じ、これまでデータ把握が困難であ

った領域でのデータ収集や、いわゆるノウハウに属する暗

黙知を構造化して形式知として共有することなどが可能に

なる。

　例えば、センサなどの IoT機器を活用して道路や橋の損

傷箇所を迅速に把握し、より精度の高いデータ解析を行な

うことで損傷箇所のダメージを比較検討し、修繕すべき箇

デジタルガバナンスの時代

　今から4年前の2020年 2月、欧州委員会は「欧州データ

戦略」を公表した＊1。その中で「データ駆動型イノベーシ

ョンは欧州市民に多大な便益を与えるだろう。個人がデー

タを絶え間なく生み出す社会では、データの収集・利用は

欧州の価値、基本的な権利やルールに則って行なわれなけ

ればならない」と指摘している。GAFAMに代表される米

国プラットフォーマーが巨大なデータ流通基盤として圧倒

的な存在感を誇示する中、あえて「欧州の価値」を強調す

るところに、データ戦略という分野でも国家主権にこだわ

る欧州の強烈な問題意識がみてとれる。

　中国においても、2021年3月の全国人民代表大会（全人

代）で第14次五カ年計画が決定され、デジタル政策の中

核として「数実融合」（デジタル技術と実体経済の融合によ

る新事業の創出）が示され、デジタル経済のガバナンスレ

ベルを向上すべく、データのオープン化とデータ取引市場

による流通など、領域を超えたデータの収集・活用のため

の環境整備が急がれている＊2。

所の優先度を割り出して、保守業務の最適化を図ることが

可能になる。また、水温・水量・作物の生育状況などのデ

ータを IoT機器を通じて集約して指数化できれば、熟練の

農家でなくても生産性の高い農業が実現する。このよう

に、従来は困難であったデータの取得や、測定機器の精度

向上によるデータ粒度の向上などを通じて、部分最適にと

どまっていたデータ解析が全体最適化され、生産性の向上

などにつながっていく。

　社会経済システムの機能強化――個別化・自動化・最

適化――が図られる中、デジタル技術の制御可能性（コン

トローラビリティ）は、社会全体のパフォーマンスに大き

な影響を及ぼす。このため、デジタル技術の制御可能性を

確保するためのルール、つまりデジタルガバナンスの確保

が各国にとって重要なテーマとなっている。

デジタルガバナンスが重要度を増している背景には、デ

ジタル技術の急速な進化とそれに伴うリスクの増大があ

る。例えば、本年 1月に世界経済フォーラムが公表した

「グローバルリスクレポート2024（第19版）」は、世界が直

面しているさまざまなリスクの深刻度を分析している＊4。

　同レポートによると、グローバルリスクのワースト5とし

て、第1位の「異常気象」に続き、第2位が「AIが生成す

る誤情報・偽情報」、第3位が SNSのフィルターバブルと

密接に関係する「社会・政治の二極化」、そして第 5位に

「サイバー攻撃」が挙げられており、デジタル技術のリスク

が3つもランクインしている。10年後の2034年のグローバ

ルリスクには、さらに「AI技術の負の効果」も上位にラン

クインしており、デジタル技術の制御可能性、ひいてはデ

ジタルガバナンスの成否が、世界全体にとって最大のリス

ク要素の一つとなるとみられている。

　データ駆動社会の実現に向けてデータの信頼性を確保す

るためのデータガバナンス、学習データを入力して付加価

値のあるデータを出力するAIガバナンス、そしてデータ空

間全体のセキュリティを確保するためのセキュリティガバ

ナンス。これら3つの要素を組み込んだデジタルガバナン

スの確立に向けた取り組みが、今、強く求められている。

第7回

イラスト／Stomachache.

I I J 取締役副社長執行役員

谷脇康彦

データ駆動社会では、デジタル技術の制御可能性が社会全体に大きな影響を及ぼす。

今回は「個別化・自動化・最適化」という視点から、

デジタル技術に関するガバナンス確保に向けた

国際的な取り組みを見てみたい。

キーワードは「個別化、自動化、最適化」

　データ駆動社会への移行は急ピッチで進んでおり、生成

AIの登場で移行速度がさらに一段ギアアップした印象を

受ける。そこで、データ駆動社会の鍵となるのが「個別

化」、「自動化」、「最適化」という3つのキーワードだ。

　まず個別化（individualization）。デジタル技術が進む中、

デジタル技術を実装したモノの価値の減耗が従来以上に早

く進むことで、モノの販売によって得られる対価だけで

は、モノの製造に要するコストを回収できなくなる。そこ

で、企業と顧客が継続的に接触してモノの利用データを取

得し、利用者のニーズなどに沿った付加価値の高いサービ

ス提供を軸とする「モノのサービス化」に大きく比重を移

しつつある。

　こうした「モノ中心主義（Goods Dominant Logic）」から

「サービス中心主義（Service Dominant Logic）」への事業モ

デルの転換について、スイス国際経営開発研究所（IMD）

＊1 European Commission “A European strategy for data” （February 2020）
 https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:52020DC0066

＊2 岡野寿彦「中国プラットフォーマーのテクノロジー戦略（第2回）」Science Portal China（国立研究開発法人科学技術振興機構、2023年10月25日）
 https://spc.jst.go.jp/experiences/science/st_2358.html

＊3 モハン・スプラマニアム「デジタル競争戦略」（ダイヤモンド社、2023年8月）

＊4 World Economic Forum “Thew Global Risks Report 2024---19th Edition” （January 2024） 
 https://www3.weforum.org/docs/WEF_The_Global_Risks_Report_2024.pdf
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が
つ
い
て
い
な
い
感
じ
が
す
る
の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、Chat

君
が
言
語
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
膨
大

な
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
幼
児
は
、
父
母
や
兄
姉
と
い
っ
た
家
族
や
、
ご
く
身
近
な
人
と
対

話
す
る
だ
け
で
言
語
を
獲
得
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
な

の
で
し
ょ
う
？

　

仮
説
と
し
て
、
人
間
は
五
感
か
ら
得
ら
れ
る
膨
大
な
感
覚
デ
ー
タ
を

通
じ
て
外
界
を
理
解
し
適
応
す
る
と
い
う
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
生
ま
れ
て

か
ら
繰
り
返
す
こ
と
で
、
言
語
学
習
以
前
に
、
あ
る
程
度
の
「
世
界
の
モ

デ
ル
」
を
脳
内
に
形
成
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に

そ
こ
に
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
の
よ
う
な
身
体
感
覚
を
抽
象
化
し
て
扱
う
初
歩

的
な
言
語
の
獲
得
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、

音
や
動
き
な
ど
の
外
界
の
刺
激
を
模
倣
し
た
言
葉
を
最
初
に
周
り
の
大

人
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
外
界
で
起
こ
っ
て
い
る
事
象
や
そ
こ
か
ら

湧
き
上
が
る
感
覚
や
感
情
を
抽
象
化
し
て
理
解
し
、
表
現
す
る
ツ
ー
ル

を
得
る
の
で
す
。
最
初
は
具
体
的
な
感
覚
体
験
を
親
の
使
う
オ
ノ
マ
ト

ペ
を
模
倣
し
な
が
ら
言
語
化
し
、
実
際
に
会
話
し
な
が
ら
、
言
語
の
使

い
方
や
文
脈
を
学
ん
で
い
く
。
そ
の
際
の
応
答
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

通
じ
て
、
自
分
の
発
言
の
妥
当
性
や
意
味
を
確
認
し
、
修
正
す
る
こ
と

も
覚
え
る
。
こ
う
し
て
、
周
り
の
大
人
た
ち
の
言
葉
の
模
倣
と
自
己
修

正
の
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
、
徐
々
に
抽
象
的
な
概
念
の
形
成
を
進
め
、

高
度
な
概
念
操
作
を
行
な
う
方
法
を
も
獲
得
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
つ

ま
り
、
言
語
獲
得
前
の
身
体
感
覚
を
通
じ
た
外
界
の
理
解
と
適
応
と
い

う
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
て
初
め
て
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
よ
う
な
感
覚
的

な
言
語
の
活
用
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
少
数
の
周
り
に
い

る
大
人
と
の
社
会
的
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
抽
象
的
な
言
語
を
獲
得
し

て
い
く―

―

こ
の
よ
う
な
順
序
で
人
間
は
言
葉
を
話
す
よ
う
に
な
っ
て
い

く
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
最
近
は
、Chat

君
の
技
術
が
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
に
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
な

ど
の
セ
ン
サ
を
搭
載
し
、
セ
ン
サ
か
ら
の
膨
大
な
デ
ー
タ
をChat

君
に

学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
環
境
を
理
解
し
、
適
応
す
る
た
め
の
複
雑
な
動

作
を
行
な
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、Chat

君
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
に
使
わ
れ
る
こ
と
で
、

ま
す
ま
す
人
間
に
近
い
学
習
能
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う

で
す
。
す
る
と
、Chat

君
が
人
間
と
同
じ
よ
う
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
実

現
し
、
よ
り
人
間
に
近
い
言
語
能
力
、
ひ
い
て
は
、
思
考
力
を
持
ち
得

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
危
機
感
を
感
じ
ま
す
。
そ
う
で
な
く
て
も
、

最
近
のChatGPT-4o

は
非
常
に
知
的
で
、
あ
た
か
も
相
手
が
人
間
で
あ

る
か
の
よ
う
に
会
話
で
き
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
現
段
階
で
は
ま
だ
Ａ
Ｉ
が
人
類
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
恐

る
べ
き
存
在
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
も
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
実

は
、
今
回
こ
の
原
稿
は
、
私
がChat

君
と
二
時
間
く
ら
い
対
話
し
た
結

果
を
エ
ッ
セ
イ
化
し
て
も
ら
っ
た
も
の
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、Chat

君
の
く
れ
た
原
稿
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
手
を

入
れ
な
い
と
使
え
な
い
も
の
で
、
結
局
、
修
正
に
多
く
の
時
間
を
割
か

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
当
に
（
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で…

…

）
怖
い
の
は
、
将
来

「
ロ
ッ
コ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
、
ロ
ッ
コ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
と
唱
え
な
が

ら
険
し
い
山
道
を
せ
っ
せ
と
登
り
、「
あ
ぁ
足
の
関
節
の
モ
ー
タ
ー
が
ガ

タ
ガ
タ
言
っ
て
い
る
ぜ
ぇ
」
な
ど
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
使
い
こ
な
す
よ
う
な

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
現
し
た
時
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

わ
れ
わ
れ
人
間
も
「ChatGPT

は
便
利
だ
！
」
と
、
た
だ
あ
ぐ
ら
を

か
い
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
暇
が
あ
っ
た
ら
、
新
た
な
環
境

で
身
体
を
使
う
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、「
六
根
清
浄
」
で
感
覚
を
研
ぎ

澄
ま
し
、
知
性
や
精
神
を
磨
き
続
け
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
夏
、
み
な
さ
ん
一
緒
に
富
士
登
山
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

聴
覚
で
周
囲
の
音
を
捉
え
、
触
覚
で
足
元
の
感
触
を
感
じ
取
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
感
覚
情
報
は
都
度
、
膨
大
な
デ
ー
タ
と
し
て
脳
に
送
り
込
ま

れ
、
適
切
な
身
体
の
動
き
を
導
く
た
め
に
処
理
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
が
統
合
さ
れ
て
知
識
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

幼
児
は
こ
の
よ
う
な
身
体
を
介
し
た
学
習
を
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
始
め

ま
す
が
、
学
習
の
初
期
段
階
で
感
覚
的
な
体
験
を
言
語
化
す
る
た
め
に

「
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
と
い
う
言
葉
を
覚
え
ま
す
。
こ
れ
は
音
や
動
き
な
ど
の

外
界
の
刺
激
を
模
倣
し
た
言
葉
で
、
例
え
ば
、
雷
の
音
を
表
現
す
る
「
ゴ

ロ
ゴ
ロ
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、
聴
覚
や
触
覚
を
通
じ
て
得
た
、
ざ
ら

つ
い
た
低
い
音
の
感
触
や
、
身
体
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
感
覚
を
言
葉
に
変

換
し
た
も
の
で
す
。
登
山
で
使
う
「
ザ
ク
ザ
ク
」
や
「
ゴ
ツ
ゴ
ツ
」
と
い

っ
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、
足
場
に
な
る
道
の
状
態
の
違
い
や
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
身
体
の
感
覚
の
違
い
を
表
現
し
、
鮮
明
に
記
憶
し
た
り
、
体
験

を
他
者
と
共
有
す
る
た
め
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、
感
覚
に
も
と
づ
い
た
抽
象
的
な
思
考
の
発
展

を
促
し
ま
す
。「
ド
キ
ド
キ
」
と
い
う
言
葉
は
、
心
臓
の
鼓
動
と
い
う
具

体
的
な
身
体
感
覚
を
、「
緊
張
」
や
「
興
奮
」
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、

感
覚
と
認
知
の
橋
渡
し
を
行
な
い
、
言
語
の
発
達
を
促
進
す
る
手
助
け

に
な
る
で
し
ょ
う
。

オ
ノ
マ
ト
ペ
は
感
情
の
表
現
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
で
す
。
感
覚

と
感
情
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
感
情
の
理
解
を
助
け
、

さ
ら
に
高
度
な
抽
象
概
念
の
形
成
を
促
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
ワ
ク
ワ
ク
」

は
「
期
待
」
や
「
興
奮
」
を
表
現
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
感
じ

ら
れ
る
か
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
ま
す
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、
感
覚

的
な
体
験
を
抽
象
概
念
へ
と
昇
華
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
言
葉
と

言
え
そ
う
で
す
。

　

一
方
、Chat

君
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
は
、
大
量
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
解

析
し
、
統
計
的
な
パ
タ
ー
ン
を
見
つ
け
出
し
て
規
則
や
モ
デ
ル
を
構
築

し
、
そ
れ
を
応
用
し
て
新
し
い
デ
ー
タ
に
適
応
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ

ス
は
、
与
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
量
と
質
に
依
存
し
て
お
り
、

現
状
で
は
環
境
か
ら
の
刺
激
を
直
接
デ
ー
タ
と
し
て
取
得
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
らChat

君
の
受
け
答
え
は
ど
こ
か
地
に
足

　

最
近
、
登
山
を
始
め
ま
し
た
。
友
人
に
勧
め
ら
れ
て
、「
今
年
は
富
士

山
に
登
る
ぞ
！
」
と
決
心
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
簡
単

な
山
で
練
習
し
て
、
身
体
を
し
っ
か
り
と
作
っ
て
か
ら
じ
ゃ
な
い
と
無

理
だ
と
思
い
、
時
々
手
頃
な
山
に
登
っ
て
鍛
え
て
い
る
の
で
す
。

　

先
月
は
、
神
奈
川
県
の
大
山
に
登
り
ま
し
た
。
大
山
は
、
私
に
と
っ

て
は
決
し
て
手
頃
な
山
で
は
な
く
、
非
常
に
険
し
い
山
で
し
た
。
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
に
頼
ら
ず
、
登
山
口
か
ら
頂
上
ま
で
自
ら
の
足
で
踏
破
す
る

こ
と
を
決
意
し
た
も
の
の
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
や
太
い
木
の
根
が
入
り

混
じ
っ
た
険
し
い
登
山
道
に
心
が
折
れ
そ
う
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
山
道
を
懸
命
に
登
り
続
け
て
い
る
途
中
で
、
ふ
と
「
六
根

清
浄
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
視
覚
、
聴
覚
、
嗅

覚
、
味
覚
、
触
覚
、
意
識
の
六
つ
の
感
覚
を
清
め
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
修
験
者
は
山
道
を
進
む
な
か
で
こ
の
言
葉
を
唱
え
て
感
覚
を
研
ぎ

澄
ま
し
、
心
身
を
浄
化
し
ま
す
。
私
も
真
似
し
て
「
六
根
清
浄
、
六
根
清

浄
」
と
唱
え
な
が
ら
登
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
全
身
の
感
覚
が
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
、
身
体
と
心
が
一
体
化
し
て
自
然
と
調
和
す
る
忘
我
の
境
地

に
至
り
、
た
だ
無
心
に
登
る
動
作
に
集
中
す
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
で
す
。
自
分
の
踏
み
出
す
一
歩
一
歩
が
、
厳
密
に
い
う
と
全
て

異
な
る
動
作
を
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、

地
面
の
状
態
が
一
歩
ご
と
に
全
て
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
岩
や
木
の
根
へ

の
足
の
持
っ
て
行
き
方
、
足
の
置
き
方
、
力
の
入
れ
方
や
方
向
、
全
て
を

そ
の
都
度
、
調
整
し
な
い
と
う
ま
く
登
っ
て
行
け
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り

山
登
り
と
は
、
身
体
と
脳
に
と
っ
て
膨
大
な
デ
ー
タ
処
理
を
必
要
と
す
る
、

適
応
と
学
習
の
繰
り
返
し
作
業
な
の
だ
と
気
づ
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
五
感
を
通
じ
て
環
境
と
対

話
し
、
感
覚
情
報
を
も
と
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
適
応
す
る
こ
と
の
繰
り

返
し
で
す
。
登
山
の
例
で
は
、
山
道
を
登
る
際
に
視
覚
で
道
を
確
認
し
、
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グローバル・トレンド

堂前 清隆
I IJ 広報部 技術担当部長

インターネット・トリビア

I IJグループは2012年、中国・上海に子会社を開設

しましたが、このたび江蘇省無錫市に2つ目の拠点を

開設し、4月より営業を開始しています。

　無錫市は人口670万人で、上海から高速鉄道で西に

約1時間の場所にあります。電子部品や自動車関連の

日系製造業が多く進出しており、近隣の蘇州市や常州

市を合わせると1000社以上の日系製造業が進出して

いるエリアになります。

　無錫拠点のミッションは、製造現場における「デジ

タルトランスフォーメーション（DX）支援」です。中国

では人件費が高騰しているうえに、コロナ禍のロック

ダウン時に出勤できない従業員が多数出て、製造現場

のオペレーションが遅延するといった経験をしたため、

DX化が急ピッチで進められています。

　現在、検討中のソリューションは、IoTを用いてロボ

ットアームや製造装置の異音や高温を検知し、いち早

く修繕につなげて、製造ラインのダウンタイムを最小

限に抑える予知保全ソリューションや、製品のキズ・

破損・変色・寸法誤差など、従来は人の目で検査して

むしゃく

中国・無錫の拠点開設

高野 政義
I IJ Global Solutions China Inc. 無錫分公司

　最近、AIが大きな話題になっていますが、AIを動か
すために欠かせない部品として「GPU」にも注目が集ま
っています。GPU（Graphics Processing Unit）は、その
名の通り、画像処理のための部品でした。なぜ画像処
理の部品がAIに使われるのでしょうか？　それをひも
解くために、GPUの誕生から振り返ってみましょう。
　コンピュータが扱う画像は「点」の集合であり、コン
ピュータが管理するメモリには、それぞれの点に対応
した領域が確保されています。コンピュータが画像を
描くというのは、結局のところ、メモリに色の情報を書
き込むことです。
　昔のコンピュータでは、メモリに書き込みを行なう
のはCPUの役割でした。例えば、200×200の塗りつ
ぶした四角形を描くためには、4万回の書き込みが必
要です。これは非常に単純な作業ですが、4万回の繰
り返しが終わるまで、CPUはほかのことができませ
ん。そこで、描画のような単純作業はCPUではなく、
補助的に動作する別の部品に担当させるというアイデ
アが生まれました。この部品は「グラフィックス・アク
セラレータ」と呼ばれました。
　グラフィックス・アクセラレータの登場により、CPU
は「線を引け」「塗りつぶせ」といった命令を送るだけ
で済むようになり、グラフィックス・アクセラレータが
画像を描いている最中にほかの処理をできるようにな
ったのです。
　その後、コンピュータの性能が高まり、高度な三次
元画像を扱うようになると、二次元とは異なるさまざ
まな処理が必要になり、グラフィックス・アクセラレー
タに転機が訪れました。例えば、三次元の図形の描画
では「点の回転」が重要です。三次元の図形を二次元
であるコンピュータのディスプレイに投影するのにこ
の作業は欠かせません。一つの点を回転させるだけ
で、三角関数や四則演算が数十回必要になり、実用的

な三次元画像を描画するには、こうした回転を数百万
～数億個の点に対して行なうこともあります。
　ところで、三次元画像描画のための演算は、複数の
計算が互いに影響せず、独立して行なえるものが多い
という特徴があります。そこで、グラフィックス・アク
セラレータに多数の演算ユニットを搭載し、計算を並
行して進めるというアイデアが登場しました。このアイ
デアは非常に良く機能し、コンピュータの三次元画像
を飛躍的に発展させました。こうした演算ユニットを
多数搭載したグラフィックス・アクセラレータが「GPU」
と呼ばれるようになりました。
　当初、GPUに搭載された演算ユニットは特定の演算
に特化したものでしたが、GPUの進化にともない、さ
まざまな演算が可能になりました。そこでGPUを画像
処理だけでなく、汎用的な演算に利用するというアイ
デアが生まれ、GPGPU（General-Purpose computing 
on Graphics Processing Units）と名付けられました。
GPUに搭載された演算ユニットは比較的単機能で、

多数のデータに対して同じ計算を延々と繰り返すこと
を得意としており、パターンに適合する演算について
は極めて高い性能が得られます。数学的には「行列演
算」などがこれに相当します。
　近年注目されているニューラルネットワークを用い
たAIは、多数の行列演算の集合体として実装されま
す。これをCPUで実行すると非常に計算時間がかかり
ますが、GPGPUなら大幅に短縮できます。このため、
AIにGPUが多用されることになったのです。
　なお、GPUは高い演算性能を持っている反面、何ら
かの条件に合わせた処理の変更や、画面表示以外の周
辺機器との入出力などは得意でないため、こうした処
理は引き続きCPUが担っています。GPUは高い計算
能力を持っていますが、コンピュータの部品のなかで
は、あくまでも補助的な位置づけなのです。

AIに使われるGPUとは何か？

無錫黿頭渚公園の桜まつり

いた工程を画像診断AIで代行することによる品質改善

などです。

　これらの施策は、品質不良・製造ラインの停止にと

もなう損失・追加コストの低減や、納品先からの品質

管理要求への対応など、さまざまなユースケースが考

えられます。

　無錫ではパートナー企業とのソリューション検討も

開始しており、近日中にお客さまとのPoCも実施する

予定です。今後は、無錫での成功事例を中国の他拠点

はもとより、東南アジアの各拠点とも共有し、水平展

開していきたいと考えています。その際、筆者自身の

現場力や提案力の向上も求められるところですが（笑）、

多くの案件を実現できるよう尽力していきます。

　さて、無錫には桜の名所があります。太湖北西岸に

位置する黿頭渚という場所です。1988年に植樹が始ま

ってから37年にわたり、日中の民間レベルでの交流が

続いており、現在は3万本以上の桜が植えられていま

す。今年も3月21日から記念イベントが催され、桜の

開花とともに日中友好活動が継承されています。

げんとうしょ
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四
月
末
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リ
ン
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ッ
ク
選
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最
後
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大
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ジ
ア
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国
際
大
会
で
は
過
去
最
高
の
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
わ
け
で
す
が
、
パ
リ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
出
場
の
た
め
に
は
何
と
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て
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個
人
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で
メ
ダ
ル
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獲
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た
か
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選
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す
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個

人
の
国
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ン
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グ
的

に
は
非
常
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厳
し
い
状
況

で
す
が
、
奇

跡
を
信
じ
て

パ
リ
出
場
の

選
考
を
待
つ

ば
か
り
で
す
。
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編集後記

2年ほど前から保護猫を飼っています。すごくビビりで、飼い始めた頃はベッ
ドの下に隠れて息を殺していました。心を開き、撫でさせてくれるようになる
までかなり時間がかかりましたが、今ではすっかり家ネコに落ち着いています。
知らない人が家に来るとまだダッシュでベッドの下に逃げ込みますが、家族
だけを信頼してくれていると思うと、可愛さが倍増です。（T）

歩くことが好きです。正確に言うとザックを背負って前に進むことが好きです。
趣味の登山で疲れた時も、ザックを背負えば「よし、進むか」と力が湧いて何km
だって歩くことができます。私にとってのザックは、小学生1年生にとっての
ランドセルのようなものでしょうか。今年もたくさんの山を歩く季節がやって
きます。（Y）

中学1年の息子の体育大会がありました。小学校の時のような一大イベント感
はなく、至って簡素。競技している姿がチラッとでも見られればいいやと期待
せずに行ったのですが、予想外にも、クラス対抗リレーで走っている姿に（こ
れまでで一番！）胸が熱くなりました。一生懸命な姿は他人の心を動かす大き
な力があると体感しました。（M）

友人からもう使わないから安くすると言われてミラーレス一眼を購入しました。
本体のみだったのでレンズを探しているのですが、知り合いのカメラ好き数
人に聞いたら本体よりも遥かに高い値段のレンズの提案しかされず、震えて
います。（S）

IIJは、2024年度からの３カ年を対象とする中期計画とその先のビジョンを策定・公開しました。
策定した計画・ビジョンをもとに、I IJグループはこれからも成長を続けてまいります。

経営理念および中期計画 https://www.iij.ad.jp/ir/policy/philosophy/

「I IJグループ中期計画 FY2024-FY2026」および
中長期ビジョンを公開

第62回空気調和・衛生工学会賞技術賞を「白井データセンターキャンパス
の全体計画と運用検証」の業績が受賞しました。
本業績は、デジタル社会に不可欠なデータセンターにおけるエネルギー多消
費という課題に対し、郊外型データセンター建物における空調エネルギーの
最少化を追求したもので、サーバ室に外気冷房併用の壁吹出し空調方式を
採用したことやAIを活用した運転制御などにより、国内トップレベルの省エ
ネルギー性を実現したことが評価されました。
本賞は高砂熱学工業㈱東京本店、㈱ I IJエンジニアリング、大岡龍三さま
と弊社が共同受賞しました。

第62回学会賞技術賞および同奨励賞受賞者一覧
http://www.shasej.org/award/award2024/houkoku/2024gijutsu.pdf

第62回学会賞技術賞審査結果についての講評
http://www.shasej.org/award/award2024/houkoku/2024gijutdsugaiyou.pdf

I IJの白井DCキャンパス、
空気調和・衛生工学会賞技術賞を受賞

I IJ白井データセンターキャンパス
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